
（
受
験
手
数
料
）

（
受
験
手
数
料
）

第
六
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２

前
項
の
受
験
手
数
料
は
、
第
一
条
第
一
項
の
受
験
願
書
に
収
入
印
紙
を
貼
つ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一

号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
全
国
通
訳
案
内
士
試

験
の
受
験
の
申
請
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
を
行
つ
た
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
た
納
付
情
報
に
よ
り
納

め
る
と
き
は
、
現
金
を
も
つ
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
受
験
手
数
料
は
、
第
一
条
第
一
項
の
受
験
願
書
に
収
入
印
紙
を
は
つ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一

号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
通
訳
案
内
士
試
験
の

受
験
の
申
請
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
を
行
つ
た
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
た
納
付
情
報
に
よ
り
納
め
る

と
き
は
、
現
金
を
も
つ
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
非
居
住
者
の
代
理
人
）

（
非
居
住
者
の
代
理
人
）

第
十
三
条

本
邦
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者
（
以
下
「
非
居
住
者
」
と
い
う
。）は
、
全
国
通
訳
案
内
士
の
登
録
を

受
け
る
場
合
に
は
、
本
邦
内
に
住
所
を
有
し
、当
該
非
居
住
者
と
業
務
上
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
、

全
国
通
訳
案
内
士
の
登
録
に
関
す
る
一
切
の
行
為
に
つ
き
、
当
該
非
居
住
者
を
代
理
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の

（
以
下
「
代
理
人
」
と
い
う
。）を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条

本
邦
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者
（
以
下
「
非
居
住
者
」
と
い
う
。）は
、
通
訳
案
内
士
の
登
録
を
受
け

る
場
合
に
は
、
本
邦
内
に
住
所
を
有
し
、
当
該
非
居
住
者
と
業
務
上
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
、
通

訳
案
内
士
の
登
録
に
関
す
る
一
切
の
行
為
に
つ
き
、
当
該
非
居
住
者
を
代
理
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
（
以
下

「
代
理
人
」
と
い
う
。）を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
代
理
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
代
理
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

一
年
以
上
の
懲
役
又
は
禁
錮
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
で
、
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
刑
の
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

一

一
年
以
上
の
懲
役
又
は
禁
錮こ

の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
で
、
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
刑
の
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

二

（
略
）

二

（
略
）

（
全
国
通
訳
案
内
士
登
録
簿
の
様
式
）

（
通
訳
案
内
士
登
録
簿
の
様
式
）

第
十
五
条

法
第
十
八
条
の
全
国
通
訳
案
内
士
登
録
簿
は
、
別
記
第
三
号
様
式
に
よ
る
。

第
十
五
条

法
第
十
八
条
の
通
訳
案
内
士
登
録
簿
は
、
別
記
第
三
号
様
式
に
よ
る
。

（
登
録
の
申
請
）

（
登
録
の
申
請
）

第
十
六
条

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
第
四
号
様
式
に
よ

る
全
国
通
訳
案
内
士
登
録
申
請
書
を
、
そ
の
住
所
地
（
非
居
住
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
理
人
の
住
所
地
）
を

管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
第
四
号
様
式
に
よ

る
通
訳
案
内
士
登
録
申
請
書
を
、
そ
の
住
所
地
（
非
居
住
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
理
人
の
住
所
地
）
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

五

非
居
住
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
理
人
に
全
国
通
訳
案
内
士
の
登
録
に
関
す
る
一
切
の
行
為
に
つ
き
、
当

該
非
居
住
者
を
代
理
す
る
権
限
を
付
与
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
及
び
当
該
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
付
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

五

非
居
住
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
理
人
に
通
訳
案
内
士
の
登
録
に
関
す
る
一
切
の
行
為
に
つ
き
、
当
該
非

居
住
者
を
代
理
す
る
権
限
を
付
与
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
及
び
当
該
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
付
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

３

（
略
）

３

（
略
）

（
全
国
通
訳
案
内
士
登
録
証
の
様
式
）

（
通
訳
案
内
士
登
録
証
の
様
式
）

第
十
八
条

法
第
二
十
二
条
の
全
国
通
訳
案
内
士
登
録
証
（
以
下
「
登
録
証
」
と
い
う
。）は
、
別
記
第
五
号
様
式

に
よ
る
。

第
十
八
条

法
第
二
十
二
条
の
通
訳
案
内
士
登
録
証
（
以
下
「
登
録
証
」
と
い
う
。）は
、
別
記
第
五
号
様
式
に
よ

る
。

第
十
九
条

全
国
通
訳
案
内
士
は
、
登
録
を
受
け
た
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
別
記
第
六
号
様
式
に
よ
る

登
録
事
項
変
更
届
出
書
に
登
録
証
、
当
該
変
更
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
及
び
写
真
二
葉
を
添
え
て
、

都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条

通
訳
案
内
士
は
、
登
録
を
受
け
た
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
別
記
第
六
号
様
式
に
よ
る
登
録

事
項
変
更
届
出
書
に
登
録
証
、
当
該
変
更
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
及
び
写
真
二
葉
を
添
え
て
、
都
道

府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
登
録
証
の
再
交
付
の
申
請
等
）

（
登
録
証
の
再
交
付
の
申
請
等
）

第
二
十
条

全
国
通
訳
案
内
士
は
、
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
証
の
再
交
付
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
別
記
第
七
号
様
式
に
よ
る
登
録
証
再
交
付
申
請
書
に
、
亡
失
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
合
格
証
書
の
写

し
及
び
写
真
二
葉
を
、
著
し
く
損
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
登
録
証
、
合
格
証
書
の
写
し
及
び
写
真
二
葉
を

添
え
て
、
こ
れ
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
条

通
訳
案
内
士
は
、
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
証
の
再
交
付
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
別
記
第
七
号
様
式
に
よ
る
登
録
証
再
交
付
申
請
書
に
、
亡
失
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
合
格
証
書
の
写
し
及

び
写
真
二
葉
を
、
著
し
く
損
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
登
録
証
、
合
格
証
書
の
写
し
及
び
写
真
二
葉
を
添
え

て
、
こ
れ
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

全
国
通
訳
案
内
士
は
、
前
項
の
申
請
を
し
た
後
、
亡
失
し
た
登
録
証
を
発
見
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ

れ
を
都
道
府
県
知
事
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

通
訳
案
内
士
は
、
前
項
の
申
請
を
し
た
後
、
亡
失
し
た
登
録
証
を
発
見
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を

都
道
府
県
知
事
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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